
 

◎若者と地域が「能登留学」で結ばれ、里山で新たなビジネスを生み出す 

No.３ 七尾留学推進協議会（七尾市を中心とする能登地域） 

事業名 能登地域における地域課題と若者のマッチングによる中間支援活動 

 
事業の概要 

能登地域の里山に位置する農家民宿（古民家こずえ）や釶打（なたうち）地区の地域活性化に取り組

む住民組織（ふるさとづくり協議会）が新たな宿泊や体験メニューの企画・開発に取り組むにあたり、

都市部の若者をインターン生としてマッチングさせ、取組を支援することで、取組の実現につなげる

とともに、インターン生の成長にもつなげる「能登留学」を実施する。また、「能登留学」の仕組み

をカリキュラム化して、より効果的に「能登留学」のサービスを提供・運用するための「（仮称）ま

ちづくり大学」の構築も目指す。 
 

主な構成主体 中間支援の内容 

①株式会社御祓川 事業全体の企画・運営を担うとともに、学生と地元のマッチング及び
取組の全体的なコーディネートを担う。また、学生のモチベーション
維持・向上等に向けたメンタリングや地元への専門家派遣等による支
援も行う。 

②のと共栄信用金庫 地元の取組に対して、融資や事業計画に関する助言、創業・起業に関
する助言を担う。 

③七尾商工会議所 地元企業とのネットワークを活かし、新規事業等を考えている企業
等、インターン生の受け入れ可能性のある企業を御祓川へ紹介する。 

④七尾市 情報提供等を行う。 

⑤和倉温泉旅館協同組合 インターン生の受け入れ等に関する助言等を行う。 
 

支援対象 地域づくり活動の内容 

①古民家こずえ 農家民宿を経営 地域づくりに参画する都市部住民を対象と

した着地型旅行商品の開発 

②ふるさとづくり

協議会 

地域の活性化に向けて様々な活動

を展開 

里山体験メニューの開発 

③都市部の若者 インターン生として地域づくりに

参画 

インターンとして①②の活動を支援 

 
実施体制 
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取組内容 

取組①農家民宿での着地型旅行商品開発支援 

農家民宿「古民家こずえ」は、志賀町の中でも過疎化の進んだ町居地区にある、梢家(古民家)を

活用した農家民宿である。今回、インターン生と共に「古民家こずえ」の主力商品として、他の宿

泊施設には真似のできない里山体験のメニューで着地型旅行商品を開発し、「うまみん」などを通

じて発信した。同時に公式サイトをオープンさせ、独自のＰＲ媒体を持つことを目指した。 

※「うまみん」とは、能登地域の伝統や文化、食等の資源を活用し、地域が主体となって様々な体験

プログラム等を提供するもの。株式会社御祓川が主体となって行っている。 

取組②釶打地区の里山体験メニュー開発支援 

釶打地区内に農産加工グループが２団体あり年間 300 万円の売上、地区内唯一の直売所「藤瀬霊

水公園」は 600 万円の売上だが、年々減少傾向にある。年間 1,000 俵直販している棚田「釶打米」

で地域内の所得の向上を図りたい。今年度、なたうち地区の５ヵ年計画を改訂する年にあたり、イ

ンターン生と共に地区内の住民（特に女性）の意見をとりまとめる調査を行った。その中から、課

題解決に向けた方策と里山体験メニューの開発を実施した。 

取組③「まちづくり大学」によるプラン実行支援 

地域の資源を活かした新商品の開発や地域課題を解決しようとする主体に対して、そのプロジェ

クトの担い手となる若者を、「能登留学」でマッチングする。その一連のチャレンジを伴走しなが

ら支援する流れを「まちづくり大学」として”カリキュラム化” することで、能登を留学先とし

て、地域づくりを実践的に学ぶ若者を継続的に集めると共に、地域課題に取り組む事業者も受講生

として、自らの地域づくり活動を実行し、イノベーションを加速させるサイクルを構築。 

 
 

１ 中間支援の活動プロセスにおける課題と対応 
 

プロ

セス 
支援対象 中間支援 成果・効果 

取
組
の
背
景
・
動
機 

・石川県の北部に位置する能登地域では、人口減少と高齢化の進行により、地域課題の多様化・深刻化に対し
て、担い手が不足しているという状況である。 

・農家民宿である「古民家こずえ」は、来客数はまだまだ少ないため、集落内での認知のされ方も限定的であ
った。地域づくりのために「農家民宿」を始めたことへの理解がされていないため、まずは、地元の人達と
一緒に地域を盛り上げていく協力体制を築くことが課題となっていた。 

・釶打ふるさとづくり協議会は、設立前から集落の課題を自律的に解決してきた自治力の高い地区であるが、
人口減少に歯止めが掛からず、地域内の担い手不足が深刻化する中、地域リーダーも高齢化してきているた
め、地域内の担い手を広げることが課題となっていた。また、これまで体験型のツアー等を企画・実施して
きたが、商品化には至っていなかった。 

体
制
構
築
の
き
っ
か
け 

・合宿誘致の強化を目的として、
平成 21 年度の内閣府事業「地方
の元気再生事業」への応募を検
討していた。 

・「地方の元気再生事業」への応募
にあたり、株式会社御祓川が中心
となり、協議会の立ち上げを呼び
かけた。 

・合宿誘致に関してこれまで連携を
図ってきた日頃からつながりの
あるメンバー（七尾市、商工会議
所、和倉温泉旅館協同組合等）で
の構成を進めたことから、特に反
対なく設立された。 

・既に「能登留学」や「うまみん」
を核とした取組を通じて一定の
関係性が構築され、実績もあるメ
ンバーでの協議会体制が構築さ
れた。 

 

支
援
対
象
の
選
定 

・「古民家こずえ」も「釶打ふるさ
とづくり協議会」も、強い熱意
と覚悟があり、思いを形にして
いく能力も持っていたが、なか
なか自分たちだけでは展開が難
しい状況にあった。 

・「古民家こずえ」の代表は「うま
みん」のパートナー（プログラム
提供者）としての実績があり、地
域づくり活動に関する意識やス
キルも非常に高い。 

・釶打地区は昨年のインターン受け
入れで実績があることに加え、釶
打地区を長期的な視点で見た場
合にさらに具体的なアクション
につなげていく必要があり、釶打
地区の景観等の地域資源はきち
んと活用すれば売れるコンテン
ツになると感じた。 

・いずれもインターン生を受け入れ
るために必要な費用を負担する
財源がなかったことから、なかな
か前に進まなかったが、国交省の
事業に採択されたことで、支援が
可能となった。 



 

プロ

セス 
支援対象 中間支援 成果・効果 

商
品
企
画
・
開
発 

・インターン生の受け入れでは、
やる気のある学生を集めること
ができるかが重要。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・当初は「古民家こずえ」の集客
力アップをめざしていたが、代
表が本当に取り組みたかったこ
とに気づき、ビジネスモデルを
変更する必要があった。 

・インターン募集のプロジェクトを
ホームページへ掲載する際には、
やる気のある学生が魅力を感じ
るタイトル設定やコピーライテ
ィング、臨場感を伝える写真の選
定などに留意した。 

・また、面談では応募してきた学生
自身の成長ではなく、プロジェク
トへの貢献意欲に着目して行っ
た。 

【中間支援のポイント①】 
 
・共に地域課題に取り組む担い手と
しての「よそ者」に来てもらい「古
民家こずえ」が宿泊に加えてコー
ディネートも担うビジネスモデル
への変更を支援。 

・「古民家こずえ」「釶打地区ふるさ
とづくり協議会」ともにやる気の
ある大学生をインターンとして
受け入れることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・支援対象の考えに寄り添い支援を
行ったことで、支援対象の目的を
より実現できるビジネスモデル
となった。 

デ
ザ
イ
ン 

― ― ― 

販
路
開
拓 

― ― ― 

広
報
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン 

・「古民家こずえ」の取組では、地
域の認知度を理解度を高めるこ
とが大きな課題であった。 

・外部から来たインターン生（女子
大生）が、集落内を歩き回り、地
元の人との対話を重ねながら地
域資源を調査し、おさんぽ MAP づ
くりに取り組むなど、活動に参画
した。 

【中間支援のポイント②】 
 

・「古民家こずえ」の取組に対する
集落内での認知度や理解度が大
きく向上した。 

・集落内に若者が滞在することによ
って活気が生まれた。 

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の 

維
持
・
向
上 

・取組を続ける中で、壁にぶつか
りインターン生のモチベーショ
ンが落ちてしまうなど、モチベ
ーションの維持は常に課題とな
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・取組２では、インターン生が１
人であり、孤独になりやすい状
況にあった。 

・キックオフ、合同メンタリング、
中間セッション、最終セッション
と取組の中に進捗確認やアドバ
イス等を行うプロセスを組み込
み、円滑な事業推進を支援。 

・受入担当者やコーディネーターに
相談できないことは、周囲の大人
に相談できるような関係を築き、
地域全体で受け入れる体制づく
りに留意。 

【中間支援のポイント③】 
 

・インターン生が記録する日報の提
出状況に応じたフォロー等が遅
れた。 

【中間支援のポイント④】 

・インターン生のやる気アップや安
心感につながり、モチベーション
の維持・向上に寄与できた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・インターン生のモチベーションダ

ウンにつながった。 

 

○工夫点・取組が上手く進んだ点 ○苦労した点 

①学生のやる気を重視したインターン生の選定プロセス 

インターン生の選定は、御祓川が中心となって行った。 

インターン生募集のプロジェクトをホームページへ掲載する際には、やる気のある学生が魅力を

感じるタイトル設定やコピーライティング、臨場感を伝える写真の選定などに留意した。また、読

みやすく、ワクワク感が伝わる文章で地域の担い手の魅力を伝えることが中間支援としても重要な

２ 中間支援のポイント（取組の中で見られた工夫・取組が上手く進んだポイント等） 



 

スキルといえる。 

また、応募から合格までのプロセスで実施する面談では、応募してきた学生の考え方やコミュニ

ケーション力に留意して行った。単に就職活動に生かすためのインターンシップと捉えていないか、

自身の成長に重点を置きすぎていないかといったことに気を配り、自身の成長よりもプロジェクト

への貢献意欲を重視して面談を行った。 

たとえ経験がなくても、自分がプロジェクトのために何ができるかを話すことができる学生を採

用することで、よりやる気のあるインターン生の獲得につながった。 

②地域のしがらみに無関係なインターン生が地域づくりの原動力に 

地域内の人間関係や利害関係は長年その地域でつくられてきたもので、なかなか急には変わらな

いものだが、そのような関係性とは全く無関係の外部から来た若者が、インターン生（女子大生）

として集落内を歩き回り、地元の人との対話を重ねながら地域資源を調査しておさんぽ MAP づくり

に取り組む姿は、「古民家こずえ」の地域づくりに取り組む姿勢を地域に伝える橋渡し役を担った

と考えられる。 

インターン生による成果報告会には、ほぼ集落全戸から 50 名以上の参加があり、インターン生

が地域のしがらみを越えて、地域を変えていく原動力になったことが証明された。 

③インターン生のモチベーション維持・向上／④インターン生のモチベーションダウン 

インターン生は、取組を続ける中で壁にぶつかって落ち込んでしまうことが多く、モチベーショ

ンの維持は常に課題となる。 

事業の行程の中に、キックオフ・中間セッション・最終セッションと進捗確認や軌道修正等をア

ドバイスするプロセスがあり、また、合同メンタリングという他のインターン生の活動報告も踏ま

えた交流を通じてモチベーションの向上等につなげるプロセスもある。 

また、インターン生は日報を記録して提出することになっており、日報の提出が滞ったりした時

はすぐに様子を伺うなど配慮された。 

そして、インターン生が受入担当者やコーディネーターに直接相談できないようなことは、それ

以外の周囲の大人に相談できるような関係を築き、地域全体で受け入れる体制づくりに留意して支

援を行った。これらのサポートによって、インターン生のモチベーション維持・向上につなげるこ

とができたが、釶打地区ではインターン生が一人しかおらず孤独になりがちであったことから、モ

チベーションが落ちてしまうことがあった。そのため、より細やかなフォローが必要になる。 

 

３ 支援対象の成果 

取組①に関して、「古民家こずえ」の年間宿泊者数は事業期間内（７月～２月）で延べ 30人と、

目標を大きく下回った。稼働日数は６日間程度である。しかも、この数値のほとんどは、本事業

と周辺事業に関わる着地型観光商品の実施に関連した宿泊である。これは、ビジネスモデルとタ

ーゲットの変更があったため、「古民家こずえ」の農家民宿としての自立にこだわらないことに

したためである。ただし、これを地域全体として広げてみると、インターン生の滞在を含めて、

本事業に関連する宿泊は、約 150 人・泊にのぼり、地域全体に活気を生む効果は小さくなかった。 

取組②に関して、今回はじめてウェブにて体験申し込みを実施したが、目標 10件に対して３

件の申し込みであった。目標が達成できなかった理由は、ウェブ経由よりも人脈での申し込みが

まだまだ多く、インターネット上での拡散よりも早く定員に達してしまったためであり、実際に



 

は 20件の申込・参加があった。 

ただし、既存のネットワークで集客していたこれまでのツアーとは違い、今回ウェブから申し

込みがあったのは、本当に農業に興味のある方、将来的な移住を考えている方などの応募であっ

た。体験メニューを実施する意義は、まさにここにある。交流人口が増えることも重要だが、継

続的に釶打地区と関係を持ってくれる外部応援者となり得る人とのつながりが開拓できたこと

は大きな成果だといえる。 

ウェブ経由での商品販売は、釶打米と中島菜漬物を販売しはじめたが、プロモーションをして

いないため、まだ売上にはつながっていない。体験ツアー参加者は、年間 100 名の目標に対して、

実質の稼働は８月～２月の７ヶ月であったため、各種ツアーの参加者合計は50名にとどまった。

しかし、この 50 名は稲刈り体験の参加者であり、来年度の田植え体験への参加意向の高さも伺

えたことから、来年度７月までに 100 名は達成できるものと思われる。 

 

表 成果目標の達成状況 

成果指標 事業開始当初 平成 26 年度目標 達成状況 
①ウェブ上でのヒット(取組①) ４件 12 件 12 件 
②体験メニュー(取組①) 

― 
４件 22 件（うち 12 件実

施） 
③年間宿泊者数(取組①) 10 人 100 人 延べ 30 人(８ヶ月) 

地域全体で本事業
に関する宿泊:150
人・泊 

④ウェブ経由での体験申込み(取組②) ０件 10 件 ３件 
⑤ウェブ経由での商品販売(取組②) ０アイテム ２アイテム ２アイテム 
⑥体験ツアー参加者(取組②) 年間 40 人 年間 100 人 ８か月で 50 人 

 

 

 

 

 

 

 

中間セッションの様子            合同メンタリングの様子（釶打地区） 

 

 

 

 

 

 

 

インターン生の報告会の様子（古民家こずえ） 
 

４ 地域づくり活動支援体制としての成果と課題 

◎のと共栄信用金庫との連携 

協議会の中に、のと共栄信用金庫が構成員として入っていることで、取引企業への情報提供が



 

可能となり、「ふるさと支援室」との連携によって、今後「能登留学」を推進していく連携がと

れた。また、地域づくり活動が事業化していく過程で、借入が必要になった際や事業計画を立案

するときに協議会の支援メニューとして実効的な連携がとれることが期待できる。 

◎コーディネート人材のプラットフォームの必要性 

能登留学フォーラムにおいて、企業、地域（NPO 等）、大学、行政など異なるセクターに属する

コーディネート人材が、ふだんから情報を交換するためのプラットフォームが重要であることが

指摘され、七尾留学推進協議会の役割が共有された。 

◎七尾市移住定住連絡促進協議会との連携の必要性 

インターンの受入が移住定住にも効果があることが認識され、七尾市を通じて、求人募集とイ

ンターン生募集を連携して行う可能性ができた。例えば、能登留学の紹介チラシを成人式の案内

に同封して U ターンを促進させるといったことが考えられる。 

◎地域づくりにインターン生を活かす制度設計の必要性 

能登留学フォーラムでインターン生とプロジェクトを進める意義が関係者に共有された。 

集落の協議会など、マッチング会費を負担できない主体がインターン生を受け入れる際に税金

を投入するための成果指標のあり方、中間支援組織の必要性などが明らかとなった。 

 

５ 地域づくり活動支援体制としての今後の展望 

◎平成 27年度以降の展望 

平成 27 年度以降は、民営化する中間支援活動と、行政と協働して制度づくりを行いながら実施す

る中間支援活動を整理して、継続的な中間支援の体制を整える。企業に対するインターンのマッチ

ング事業をできるだけ早く自立化させることで、本当に若者を必要としている小規模事業者や地域

づくり団体での実践型インターンの受入を加速化させていく。 

そのためにも、地域コーディネーターの育成は不可欠であり、長期的には、能登全域で 10 名体制

ほどの支援体制を整えていくことを目指す。 

表 平成 27 年度以降の中間支援継続のあり方 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度以降 

まちづくり楽交の運営によ

る中間支援活動 
能登留学 

集落受入型インターン

の制度設計（調査） 
地域コーディネーター

の育成 

制度づくり 
（モデル事業） 

地域コーディネーター

の育成 

本格実施 

まちづくり楽交の運営によ

る中間支援活動 うまみん 
まちづくり楽交での 
パートナー育成 

事務局の NPO化 
新体制による 
うまみん実施 

能登輪堀（ワーホリ） 
移住体験ツアーの受入れ 

旅行会社の立ち上げ 
ツアー商品開発 

販売プラットフォーム

づくり 

移住体験ツアーの 
販売強化 

移住体験ツアーを 
通した移住者 

クラウドファウンディングに

よる資金調達支援活動 
資金調達勉強会 

資金調達プロジェクト

支援 
資金調達プロジェク

ト支援 


